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  　春を告げる花が梅から桃へ、桃から桜へと移り変わろうとしています。紫式部も清少納言もこの美しい季節の

  うつろいに心を動かされ、繰り返されてきた花と鳥と風と月の物語を私たちに残してきました。

　  そして、３月９日と３月１５日は、私たちにとって特別な一日です。

    宇治支援学校は第１回の卒業式の朝を迎え、初めての高等部卒業生２１名、小学部１２名、中学部１５名を送

  り出します。この日の喜びを迎えられたのも、保護者の皆さまのお子たちへの深い愛情と献身的な御努力があっ

  てのことと思います。また、地域の皆さまの温かい御支援のお陰と感謝いたします。地元地域の学校、関係機関

  の皆さまの御理解・御協力によるところ誠に大であります。

　  まず初めに皆さまに心からお礼を申し上げます。

    卒業していく生徒と在校生２２３名にとってこの１年間はどんな１年だったのでしょうか。

　  昨年３月１１日に東日本大震災があり、多くの命、財産、自然が失われました。一年たって、まだ復興は始まっ

  たばかりですが、災害に負けない日本の力は新しい形、新しい生活を見せようと東北にエールをおくり、みんな

  が立ち上がろうとしています。そんな日本の一年、忘れてはならない一年でした。　

　  宇治支援学校の児童生徒にとってのこの一年は、この学校で新しい校舎、新しい友だち、新しい先生と一緒

  に学習・生活をした一年でした。この新しい環境で自分を成長させていくことは多くの困難があったに違いあり

  ません。

　  それを乗り越えて今があります。

　  児童生徒にはたったの一年、宇治支援学校には最初の一年、だからこそ、この一年は一生忘れてはならない

  一年となるはずです。

　  第一回の卒業生としてこの学校を巣立っていく児童生徒だけが、歌える歌があります。この歌を卒業式の朝に

  歌えるのです。

　  思い出や成長の証は学校生活が同じ環境で１２年間、あるいは３年間あったほうが豊かなものとなったかも

　しれません。しかし、人生は長い、短いだけでは決められません。

　  本当の忘れられない時間はこの宇治支援学校で過ごした一年間にもあったのではないでしょうか。去年の４月

  １３日竣工・開校入学式で初めて出会った児童生徒の皆さんと約束したことがあります。宇治支援学校として

  ひとつになろうという約束でした。約束はこの卒業式で果たせました。みんなはひとつになっています。来年度へ

  向けての更なる飛躍が期待できます。

　  皆さんの母校はここにあります。皆さんがつくった宇治支援学校は、これからも皆さんとともにあることを喜び

  とします。

　  卒業していく４８名の皆さん、卒業おめでとう。

  　この一年間宇治支援学校を支援していただいた皆さまに重ねてお礼を申し上げます。
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